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4)両親の養育態度 についての認知に関す

る実証的研究
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Lはし+めに]FromllトReiclm1山1の schizoplWelliemo山er

や,Bowlbyの attaehmenも理論が示すように,幼少

覇の義育体験が精神障害の発症に何らかの影響を与えて

いる可能性がある. しかしこれらの研究の多くは仮説授

藤や症例研究にとど普り軍楽証的検証に乏しかった.Pa r

kerは被験者が受けた養育体験を遡及的に評価する P;汀en-

talHon°ingInstrument(FBI)を開発 し.すでに世

界各国でこれを用いた実証研究が行われている.Pt刊 は

両親し')養育態度を cLVeL('A:愛情 ･基感--無関心･拒
絶)と overprotect(Opt.過保護 ･偉人-自律 ･独立)

の2因子で評価する.我々は本邦における PBI研究の

基礎的デ…タを授供すべく,320名の一般健常勤労者に

PBIと太うつ病の生涯既往歴を調査できる IDDLを施

行し,r-7ち241名iこついて調査を完了した.

[結果と考察]1.因子構造 こ,Ilまで lくitこlmurこIr-

が高校生を対象に PBIの妥当性検討をおこない,欧米

と同様本邦でも上述の2因子構造が追認された.審研究

でも勤労者でほぼ同じ因子構造を認めたが,母親の OP

項目は bimodalityがやや不明瞭であl).[]本では母親

相関 母親の CA は年齢と負の有意相関をしていた.

これは若年者の方が母親の義育体験をより愛情深いと記

憶 しているのか,少子化を反映 して実際をこ大切に育てら

れた結果かもしれない.3.性差 男性は母親n CA が,

の家長制度化をこおける男子の育てられ方や,女性に対す

映 しているL')かもしかたい.･I.比較文化研究 USA

(plantes吊 ,Australiこ1(Maekinn()n 吊 の研究結果

上本研究結果を959bCOnfidelltiL,llintcr＼･Talを用いて比

較すると,日本では母親(.')CAが高くOI)が低か一･'た.

これは日本の母子密着型社会を泰している可能性がある.

一方来襲では父親の CA や OPが高く,家庭内におけ

る父親の役割の大きさを反映 しているのかもしれない.

5.うつ病と PBI これまでLT)研究で afftさCtionlessでontrol

科ogCA良highOP)がうつ病の危険要因となると

指摘されている.本研究では ANCOVA (年齢,性別

を統制)を用い,IDDL陽性 (うつ病の既往あり)著

で有意に両親の CA が低いことが示された.これは症

例群を対象とした発行研究結果を,一般人Ejでも意持 し

た結果である.養育体験を affectionlessと認知 しやす

い人がうつ病になりやすいのか,それとも実際 lowCA

の養育環境がうつ病の発症に関係するのか,今後前方祝

的な研究が必要であろう.

5)不登校における学習障害の診断の意義
について
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学習障害 (LD)-の関心は,急速に高まってきてい

るが,その意義や診断基準予また診断名を巡って様々な

議論があり,未だをこ混乱 している.｢知的 レベルには問

題がないのに,学習に困難を来す,｣という太まかな概

念では一致 しているものの,学習能力の障害をこついては,

経験を象徴化 し,記憶を体系化する学習過程における障

害として広義に解釈されているため幅広い病態が食まれ

ている.また最近では,学習障害をこ伴う二次的情緒障害

が臨床の場で注目を集めており,予防的観点から学習障

害の早期発見 早期療育の必要性が提言されてきている.

-方,増え続ける不登校の症例のなかに発達障害を基礎

に持つものが少なくないという報告が相次いでいる.つ

まり二次的情緒障害として不登校を屋する症例であるが,

不登校の発生要因として発達障害,中でも学習障害を見

出すことは,不登校の成り立ちを考える上で有意義だと

思わ,11る.今回我々は不登校を主訴に来院 した児童思春

期の患者をこす不登校の背寮となる発達障害の有無を調べ

るt]的で心理検査を施'(~i-した.その結果. 来院 した9例

のうち知能検査を施行 した7例金顔が学習障害と診断さ

れ 不登校の背景に学習障害が多いことが示癒された.

また不登校の背景をこある学習障害を見出すことで不登校

の対応をこ具体的な指針を得た症例を経験 したのであわせ

て報告 した.

症例は16才男性で高校 l年生.｢人に見られている感

じがして緊張する,頭痛,全身倦怠感のため学校にいけ

ない.｣と訴えて来院,幼児期は人見知 りが少なく,運

動が苦手で読書ばかりしていたとのこと.初診時は話が

冗長で表情に乏しく,感情表出が少なかったが,精神病

を疑わせる所見はなく現実検討能力も十分であった.

WAISIRでは VIQ135i二村LPIQIOOと燕雛を示 し.

言語能力や知識の優秀さに比べ,視覚,運動能力が低く,

注意記憶力にもムラが認められ非言語性 LD と診断さ


